
外国人研修生を対象とした 

「公共職業訓練施設の運営管理と指導員の役割」講座の実施報告書 

 

１．はしめに 

ＪＩＣＡ九州の研修センターにおいて 2023年 10月 9、10日に「公共職業訓練施設の運営

管理と指導員の役割」をテーマに研修が行われました。この研修コースにはスペイン語圏と

ポルトガル語圏の国々（中南米、アフリカ）から研修生が参加しました。グアテマラ、メキシコ、

ニカラグア、ブラジル、パラグアイ、ギアナビサウから各国１名の計 6名でした。 

研修生は自国で職業訓練を実施する中で様々な課題を抱えていたと思われますが、今

回の研修がそれら課題の解決の一助になればと考えています。また、研修生が広い視野

で職業訓練を意識できるようできるだけ多くの事例を紹介しています。担当講師は、この点

を意識しつつ必要に応じ質疑応答を行いながら講義を進めました。 

 

２．講義内容 

今回の講義は、２日間（計１２時間）の日程で２名の講師で担当しました。１日目は「公共

職業訓練施設の運営管理」について２日目は「指導員の役割」について講義を行いました。 

まずは、「公共職業訓練施設の運営管理」について紹介します。 

（１）職業訓練関係法令と訓練施設 

戦後に制定された関係法令について紹介をしています。特に高度経済成長に伴う法

整備の背景やその後の技術革新に沿った法改正についても概要を紹介しています。 

１９５８年の職業訓練法の制定以降、「労働者の雇用の安定と企業の発展」を目的と

し、「すべての労働者に生涯にわたり教育訓練の機会を与える」と謳われていることに

重きを置き説明しています。さらに、公共職業訓練の適切な役割分担についても紹介

しています。また、現在の公共職業訓練施設の設置状況について説明をしています。 

（２）公共職業訓練施設の組織と運営管理 

訓練施設の組織と会議体について紹介をしています。それぞれの会議及び委員会

が PDCA サイクルの実行を前提に運営されていること、そして各委員会の運営に同期

して各訓練コースが実施されています。さらに各委員会の役割と内容を具体的に紹介

するとともに、委員会業務と関連する指導員業務を示し両者の連携が重要となります。 

（３）民間企業との連携 

公共職業訓練施設では、人材育成や技術支援などに関して民間企業と連携を保っ

ています。法に示されている通り、公共職業訓練は、すべての労働者の生涯にわたり

能力開発を支援する役割を担うことから企業在職者に対しても能力開発支援を行って

います。その手法として企業における「仕事の見える化」、「個々の社員の能力の見え

る化」、「能力開発の目標の見える化」そして「能力開発の実施」を提案し、体系的能力

開発の実施に向けて支援を行っています。 

また、人材不足の問題を抱える企業に対し職業訓練修了予定者に関するの情報提



供を行っています。 

（４）第３者委員会による評価 

国が行う職業訓練は、毎年、訓練実績や訓練の必要性、妥当性等において客観的

な評価を受けなければなりません。また、職業訓練施設は、同地域内で民間が行う教

育訓練と競合がないことを確認しなければなりません。これらの事柄については、外部

委員で構成される第３者委員会に議論を委ね、委員会から客観的な評価を受けること

になります。委員会による職業訓練実施の妥当性が評価されることで職業訓練の継続

実施が可能となります。 

 

次に「指導員の役割」について講義内容を紹介します。 

（１）仕事や作業の見える化 

生産現場で仕事を効率的かつ効果的に行うために重要なのが「仕事の見える化」で

す。１つの仕事に含まれる複数の作業を細かく分解し、すべての作業要素を書き出し

整理することが重要です。これにより標準的な作業手順書が作成されます。この標準

的作業手順書に従って作業することで、出来上がった部品や製品の品質のばらつきを

防ぐことができます。 

（２）指導案の作成と活用 

職業訓練においても（１）と同様に標準的な作業手順書を作成し、訓練指導に活用し

ています。また、この標準作業手順書をベースに作業ごとの時間配分と急所を書き込

んだ指導案を作成し、これをもとに効果的かつ均一的な訓練を実施しています。指導

案を訓練指導に用いることで、作業手順や作業の急所を抜けなく説明でき、常に的確

な指導ができます。 

（３）指導員に求められる能力 

指導員が行う業務は多岐にわたります。必要とされる能力としては、専門的な知識・

技能に関するものだけでなく、コミュニケーション能力、指導能力、訓練計画（企画）能

力など数多くあります。これらの能力をすべて洗い出し整理したものを能力チェックシー

トと呼んでいます。個々の指導員は、このチェックシートを用い自らの能力を確認し、不

足している能力の習得に努めます。 

（４）指導員の人材育成 

公共の職業訓練施設では、指導員の人材育成（能力開発）が計画的に実施されて

います。人材育成システムがすでに確立されており、体系的な能力開発が行われます。

指導員は４つの階層に区分され初任層、中堅層、準ベテラン層、ベテラン層の各階層

における人材育成が途切れることなく継続的、段階的に実施されます。この人材育成

システムにより個々の指導員は、自分の将来の指導員像を具体的に描くことができ自

己の目標を明確に認識することができます。 

３．おわりに 

研修生は講義を受ける中で、常に自国の職業訓練の現状と比較しながら注意深く聞い



ていました。研修生からの多くの質問や意見について質疑応答することでそれぞれの課題

が認識できたように思います。 

「公共職業訓練施設の運営管理」の講義においては、職業訓練における PDCAサイクル

実行の重要性、そして民間企業との協力連携により在職者の能力開発を推進して行くこと

の重要性が研修生に伝わったことと思います。 

そして、「指導員の役割」の講義においては、指導員の訓練に臨む姿勢や訓練生への

様々なサポートなど指導員と訓練生間の信頼の高さに研修生は驚いていました。また、訓

練指導技法においても先生方の独自の工夫がなされており、その熱意にも感心していまし

た。指導員に求められるものは、専門的な能力だけでなく熱意や人間力も重要な要素であ

ることを実感したことと思います。 

結びに、研修生たちが帰国後、今回の研修で得たものを可能なところから１つ１つ実践し

自国の職業訓練の発展に貢献されることを期待しております。 

 

     

     


